
学校で取組を進めていくうえでは、先生が「こうし
たい」「こうなってほしい」ということを、地域がきち
んと理解したうえで、子どもたちと関わらなければ
いけないと思う。

（保護者の方から）様々出されている子どもたちの
意見は、親の姿を映し出しているのではないか。あい
さつ、読書、手伝い、スマホなどのメディア。まずは、
家庭で取り組むこと、自分を律することが大事であ
ると改めて認識した。

学校からお願いをされることは、地域にとってう
れしいこと。地域で「できることはないかな」と
思っていても、地域は立場をわきまえているため
に関わることができず、結果距離が生まれてい
るのではないか。学校から「手伝ってほしい」と言
われると快く協力してくれる。

様々なアンケートから、保護者の意識も変わってき
ている。取組や活動を行う「意義」や「目的」を改め
て伝えたり確認したうえで行わなければならない。

「中学校区」で話し合うことで、自分の学校や
ＰＴＡだけでは知らなかったことを知ることが
でき、これからの活動に参考になる。



遠野市で行われている主な地域学校協働活動を紹介します


